様式第９号

土	地	境	界	確	認	書

１	用地測量調査請負業務の概要
（１）事務所名	（２）工事名

（３）請負業務名	（４）測量方法
①基本地図	②図根点
③測量方法	④測量器具
⑤精度区分
（５）請負契約年月日	年	月	日	（６）請負工期	自	年	月	日
至	年	月	日
（７）受注者名	所 在 地
会社名等	(印)

２	監督職員
①総括監督員	②主任監督員	③監	督	員
役職・官職	役職・官職	役職・官職
氏	名	氏	名	氏	名

３	土地境界立会従事者
①資格氏名	印	②資格氏名	印
③ …………………	④ ……………………

４	立会人調書
私は、筆界について異議なく確認し、下表のとおり立会人調書を作成する。
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備考１ 「土地所有者との関係」の欄には、(イ)本人、(ロ)管理人、(ハ)相続人、(ニ)その他に区分し、該当するものを符号で記入すること。
ただし、(二)その他の場合は、具体的な内容を記入すること。

２ 「確認の態様」の欄には、(イ)字図を基礎として人証、物証によった場合、(ロ)字図及び地積測量図を基礎として人証、物証によった場合、(ハ)字図及び地積測量図以外の地図等を基礎として人証、物証により補充した場合、(ニ)その他の場合に区分し、該当するものを符号で記入すること。
ただし、(二)その他の場合は、具体的な内容を記入すること。

３ 「物証」の欄には、(イ)コンクリート杭、(ロ)金属杭、(ハ)生垣、(ニ)その他の構造物等に区分し、該当するものを符号で記入すること。
ただし、(二)その他の構造物等の場合は、具体的な内容を記入すること。
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